


























































































































素 要 求 量：Chemical Oxygen Demand）、 溶 存 態
COD（D-COD）、TOC（全有機炭素：Total Organic 




















































































Peak1 225 280 タンパク質様
（チロシン、トリプト
ファン）Peak2 225 340
Peak3 240 420 フミン物質様
Peak4 280 350 タンパク質様
Peak5 350 450 フミン物質様







































































































































































































































三 種 川 馬場目川 豊　　川 馬 踏 川 北部排水機場 南部排水機場
易分解性COD負荷量 277 505 20 64 1,044 1,253
難分解性COD負荷量 354 643 28 77 800 1,358
COD負荷量の合計 631 1,148 48 141 1,844 2,611
難分解性COD負荷量
の割合(％ ) 56 56 58 55 43 52
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